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30 0．96 8．8％ 広島
28 0．11 19．6％ 北海道
27 0．15 東京
27 0．52 大阪
3．20 27 3．15 凍京
0．08 26 0．06 束京
0．53 26 0．48 9．9％ 岡LLl
1．28 25 1．22 4．1％ 東京
0．07 24 0．06 （朝鮮）
0．68 24 0．38 東京
0．57 23 0．49 15．2％
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1927 〕ヒ 夫 1184 781 50 0．66 23 0．62 236．4％ 束京
1928 辺 璽 ニチ 1353 1301． 170 0．96 22 0．84 2213．1％ 大阪
1930 ■綴 健 333 268 23 0．80 20 0，74 208．6％ 大阪
1930 野坂‡ 如 281 339 9 ユ．．21 20 1．17 202．7％ 神奈川
1931 有志佐w 子 2ユ9 iO6 6 0．48 19 0．46 195．7％ 和歌l＿王¶l
1931 曾野 綾子 752 600 9 0．80 19 0．79 191．5％ 束京
1931 三浦 哲郎 34（； 441 111．27 19 1．24 192．5％ 青森
1932 五木‘ 之 26S 1S2 17 0．6B 18 0．62 189．3％ 福岡
1933 渡辺 音 466 397 40 0．85 ユ．7 0．77 1710．1％ 」ヒ海道
1934 チト上ひさし 168 63 2 0．38 16 0．36 163．2％ l．．l．∧り防
1934 筒井 康隆 264 261 45 0．99 16 0．62 1617．2％ 大阪
1935 橋由美子 288 121 14 0．42 150．37 15 11．6％ 暮 知
1935 大わ二健三三三郎 186 464 27 2．49 15 2．35 155．S％ 媛
1937 j象野 七生 283 114 23 0．40 13 0．32 13ZO．2％ 東京
1943 j京 iE彦 323 68 16 0．21 7 0．16 7 23．5％ （満州）
1944 発ち 誠 240 42 4 0．18 6 0．16 6 9．5％ 束京
1947 本 輝 273 59 20 0．22 3 0．14 3 33．9％ 兵繚
1947 木排太郎 727 228 49 0．313 0．25 3 21．5％ I 京
1948 赤川 次郎 436 695 4 1，59 2 1．58 Z 0．6％ 召 岡
1949 村上 春樹 823 77 8 0．09 1 0．08 1 10．4％ 兵橙
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∧、∧∧瓜二～ 迷 其′i脊i影 1906 243 404 3 14 1．65
迷 き望… 1887 227 257 0 33 1．13
迷 凡 1907 164 256 2 13 1．55
l 迷 恋 1896 90 165 1 24． 1．82
‾‾∨‾二t 迷 れ糸蒙 1898 71 140 1 22 1．96
二頚 迷 めぐりあい 1888 57 109 0 32 1．91
迷 あひび■き 1888 18‡ 20 0 32 1．ユ．1
鴎外 瀬年 1910 249【 267 1 10 1，07
宕 鴎外 ガ綻 1911 149 228 0 9 1，53
ヰ 鴨外 ヰタセクスアリス 1909 119 150 0 11 1．26
魂 鴎夕も 桝J部・族 1913 55 46 2 7 0．80
毒 鴫外 かのように 1911 46 34 0 9 0．7′妄
確 鴎外 I 持院城の敵暮汁 1913 45 92 0 7 2．04
鴎外 l！椒人人 1915 44 93 1 5 2．09
鴎外 1909 38 46 0 11 1．21
崩 鴎外 堺“ 件 1914 35 65 0 6 1．86
d 鴎外 練 1890 32 1 0 30 0．03
ヰ 巨 外 うたかたの；言己 1890 31 18 0 30 0．58
承 陳 外 妄∨ 1911 2S 11 0 9 0．39
宕 鴎外 ′fき…r′‾き．ブこ暮111 1911 26 29 0 9 1．12
鴎外
．二人の友
1915 24 29 0 5 1．21
飯 嶋タト 満潮殉一 1．916 20 30 0 4 1．50
糸 鴎外 滋後の▼∨∨一句 1915 19 21 0 5 1．11
鴫外 カズイスチカ 1911 18 13 0 9 0．72
雇 鴫夕t 寒 拾得 1916 16 15 0 4 0．94
ヰ 鴨夕も 興を 弥二こプ：■こ右街門のi数譜：1911 14 17 0 9 1，21
汚 外【じいさんばあさん 1915 12 24 0 5 2．00
：奉 汚 夕t J漣汰lT；ll 中 1910 9 16 0 10 1．78
担 夕t 余 1915 8 4 0 5 0．50
弟 持 外！杯 1910 6 3 0 10 0．50
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154 矢 澤 真 人
大岡 信 「抽象絵画への招待」 岩波新書 0・17 38
上山春平 「照葉樹林文化」 中公新書 0・33 20
＊7 「魯庵日記」では，「帰る」（に10：へ1）や「入る」（に14：へ0）など，内
へ向けての動作には「に」が用いられ，「行く」（に44：へ150）や「立ち寄る」
（に12：へ32），「寄る」（に1：へ10），「頼む」（に1：へ5），「与える」（に
0：へ2），「送る」（に0：へ4），「出す」（に4：へ36）など，外へ向けて
の動作には「へ」が用いられており，青木1956のいう「言語主体の現在地点
から遠く離れてゐる地点へ向かって進んでゆく」という「へ」格の特性にか
なった使い分けをしている。しかし，「来る」「出る」などはやはり問題とし
て残る。なお，九州方言における「に」格と「へ」格との混同については，
原口1969，白井1995参照。
＊8 副詞句における「に」マーカーと「で」マーカーの機能分担については，注
10参照。
＊9 矢澤1992，1994，1997，安1996，和気1996等参照
＊10 「大輪に」「一息に」「試みに」のように，状態性が強く副詞的な成分につい
ても，結果副詞は動詞のすぐ前，様態副詞は対象の「を」の前後，動作主体
の意向を表すものは動作主体のあとといったようにおおよその出現位置は限
られている。副詞句のマーカーでも，「に」は「で」と機能を分担しつつ，と
もに階層に依存したマーカーとして機能していると考えられる。
＊11青木1956，安田1977など参照。
＊12 この解釈では，場所「に」格が古くは意味表示格であったとするが，これに
は「にの」の形がないという問題がある。ゼロ格の使用（いわゆる格の省略）
や係助詞との連接の際の無形化などから見ても，「に」格の位置づけはたやす
くない。
［参考文献］
青木怜子1956「『へ』と『に』の消長」『国語学』24
青木怜子1964「ニとへ」『講座現代語6』明治書院
赤羽根義章1987「格助詞「に」と「で」について …文法指導の立場から一」『日
本語学』6－5（明治書院）
安平 縞1996「自動詞文の格の代換について一「発生」と「位置変化」について
「あふれる」を中心に－」『日本語と日本文学』23（筑波大学国語国文学
会）
岡崎晃一
佐治圭三
白井倫子
原口 裕
「／ト説教材における『に』と
1964「席に着くと席へ着く」
1995「格助詞『に』と『へ』
花白文論集』3
1969「『に』と『へ』の混用
教授退官記念論文集』
『へ』」『解釈』38－10解釈学会
『口語文法講座』明治書院
一『南北朝遺文 九州編』を中心に－」『梅
近世初頭九州関係資料の場合」『福田良輔
矢澤真人
失揮真人
矢澤真人
央澤真人
安田 尚
和気愛仁
「へ」格と場所「に」格 155
1992「格の階層と修飾の階層」『文糞言語研究I言語篇』21（筑波大学文
芸・言語学系）
1994「『格』と階層」『森野宗明教授退官記念論文集言語・文学・国語
教育』（三省堂）
1997「発生構文と位置変化構文」『筑波日本語研究』2（筑波大学日本語
研究室）
橋本修1998「近代語の語法の変化－「坊ちゃん」の表現を題材に仙」『日
本語学』17－6
1977「助詞（2）」『岩波講座日本語7文法Ⅰ』岩波書店
1996「『に』の機能」『筑波日本語研究』創刊号（筑波大学日本語学研究
室）
［追記］
本稿は，筑波大学特別プロジェクト「東西言語文化の類型論特別プロジェクト研究」
第1部門「東アジアの言語文化の類型論的研究」の「日本語プロジェクト」の研究
の一部による。
